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ま え が き 

 

 県立病院の事業運営に当たりましては、少子高齢化社会の進展、疾病構造の

変化、健康意識の向上及び医療の高度化・専門分化などの医療環境の変化に対

応して、高度で良質な、安全で安心な医療の提供が求められている中、県立病

院といたしましては、「県民から信頼される病院づくり」をビジョンに掲げ、①

医療サービスの向上、②経営体質の強化を経営方針として、県民に安全で安心

できる医療の提供に努めてまいりました。 

  特に、病院経営にあたりましては、患者確保に努めながら、高度医療機器の

活用、診療報酬制度に沿った診療内容の充実などで収入の確保を図る一方、材

料費等の費用の効率的執行に努めることを目標として経営改善を進めてまいり

ました。 

その結果、平成 28 年度の収支は六日町病院及び小出病院の解体に伴う特別損

失を計上したことが大きく影響し純損益額は約 10 億 20 百万円の赤字となりま

したが、特別損失を除く経常損益額は約７億 38 百万円となりました。 

  国の社会保障制度改革が進められる中で、今後とも地域医療の担い手として

県民に信頼される病院づくりに努めてまいる所存ですので、関係各位の一層の

ご理解とご協力をお願いいたします。 

 この年報を発刊するに当たり、県立病院事業の運営にご指導ご協力をいただ

きました関係各位に心から謝意を表すとともに、当県の県立病院の現状をご理

解いただき、病院運営の参考資料としてご利用いただければ幸いと存じます。 

 

 平成 30 年３月 

 

               新潟県病院事業管理者 

                 新潟県病院局長  岡  俊 幸 
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　凡　　　例

１　この年報で県立病院とは、新潟県病院事業の設置等に関する条例（昭和４１年条例第６５号）

　により設置された病院をいう。

２　この年報の年度区分は特に注記のない限り、４月１日から翌年３月３１日までである。

３　病床数とは医療法の規定に基づき、知事の使用許可を受けた病床数である。年間平均使用

　許可病床数とは毎日の病床数を合計し、これを暦日数で除したものである。

４　稼働病床数とは、医療法上の使用許可を受けた施設病床のうち、結核病床の減少により閉鎖

　したりあるいは病室を入院患者面会室等へ仮に転用することなどにより、病床として利用して

　いないものを除外した病床数である。

５　入院患者延数とは毎日午後１２時（２４時）現在の在院患者数にその日の退院患者数を加え、

　これを年間合計したものである。

６　外来患者延数とは、診療のために来院した患者数及び往診した患者数の他、次のような患者

　を加えて年間合計したものである。

　①　同一患者が２科以上の診療を受けた場合

　②　入院患者が他科の診療を受けた場合

　③　患者又はその看護にあたっている者から電話等によって治療上の意見を求められて指示し

　　た場合

　④　健康診断受診者のうち妊婦及び乳児検診並びに各種精密検診のうち、療養費扱い（保険

　　給付を伴うもの）のもの

７　１日平均患者数とは特に注記のない限り、入院は暦日数、外来は実診療日数で除したもので

　ある。

８　入院患者の病類別区分は、主たる疾病別に精神、感染症、療養に区分し、これら以外を一般

　とした。

９　病床利用率、平均在院日数、病床回転数等は次の算出方法により計算した。

年間延入院患者数
許可病床利用率　＝　　　　　　　　　　　　  　　　　　×  100

年間延使用許可病床数

年間延入院患者数
稼働病床利用率　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　×　100

年間延稼働病床数

入院患者延数
平均在院日数　＝　　　　　　　　　　　　　

１／２（新入院患者数＋退院患者数）

　　　期首在院患者数＋新入院患者数
病床回転数　＝

　　　　年間平均使用許可病床数

期首在院患者数＋新入院患者数
稼働病床回転数　＝

年間平均稼働病床数

外来延患者数
平均通院日数　＝

外来新患者数

　　外来患者延数
外来入院患者比率　＝ ×　100

　　入院患者延数



10　診療科別患者数とは、病院において標榜している診療科で診療を受けた患者の数である。

11  給付点数とは、診療報酬点数表、歯科診療報酬点数表より算定した点数及び特殊健康診断料、

　各種精密検診のうち療養費扱いのものについては点数に換算のうえ計上した。なお、保険審査

　機関による増減点前のものである。

12　職員１人当たり取扱件数は、稼働職員数（パート職員及び休職者等については、正規職員勤

　務時間数換算人員）により算出した。

13　患者１人１日当たり、職員１人１か月当たり等の数値は、四捨五入により算出した。

　　なお、原則として縦横の合計と内訳を一致させるための端数処理は行わなかった。

14　表章記号は次のとおりである。

　　　　計算なし、又はあり得ない場合　－　（ただし、省略し空欄とした場合もある。）

　　　　計　数　不　明　の　場　合　　…

        数　値　が　微　小　の　場　合　　0.0

15　第３章財務にかかる金額は消費税抜きである。

16  六日町・小出病院の数値については、平成27年５月末の閉院までのものである。

1７  以上のほか注記が必要と思われるものは、それぞれの個所に記入した。


